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®低層部鉄骨建方状況

階のセットハック部分の一部（北面と東面）（写®)

を同様に利用した。 荷捌きヤ ー ドとして利用するた

めに， 9階の床 コ ンクリ ートを先行して打設した。 こ

れらにより， 1階のヤ ードを搬出入専用とすることで

鉄骨建方の効率化を実現できた。 なお， 3階の荷

捌きヤ ー ドの直下には， 掘削開口を設置し， 立体

的に地上と地下工事の作業区画を形成することで，

地下工事を妨げることなく作業を進めることができ

た。

③先行搬入

鉄骨建方に際して， 仮設エレベ ータの負担軽減や

長尺物の揚重効率の向上ために， 先行搬入の検討

を行った。 結果， 鉄骨建方時の先行搬入は， 低層

部について， 設備の主要縦管をユニット化した， 縦

管ユニット工法を採用し， 高層部は設備配管材料の

先行搬人（写®) とした。 ほかにも， 低層部におい

ては， 外壁PCa板の一部を後施工として， 荷取り構

台を設置することで， シャッターなどの長尺材料の揚

重に対応した。

縦管ユニットエ法は， 配管径が大きく重量もあり，

現地での施工に手間のかかる縦管(200A, 250A) を

工場でユニット化し， 鉄骨建方時に施工位置に同時

に設置することで， 建方完了後の後施工の乗り込み

を早くできた。

高層部の消火配管は， 建方時に大梁の下に配管

の束をくくりつけ， 大梁と同時に揚重した。 これによ

り， 床 コ ンクリ ート施工後， 天井配管の施工をただ

ちに行うことができた。 また， 仮設エレベ ータに入ら

ないサイズの長尺の配管を使用することで， ジョイン

ト数の低減など現場での作業量を少なくすることが

できた。
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◎高層部荷捌きヤード9階使用状況

省力化施工への取組み

④杭頭筋の機械式継手

杭は， 柱頭鋼管巻きの場所打ちコ ンクリ ート杭， 杭

径は最大2,600mm, 主筋径はD41である。 杭頭処

理は， 杭打設後1年以上が経過しているため， 杭頭

処理に相当の時間がかかることが想定された。 また，

杭頭処理時の主筋破損などによる， 品質の悪化も懸

念された。 そこで， 構造設計担当者と協議し， 杭頭

筋に機械式継手を採用した（写®)。 これにより， 余

盛り コ ンクリ ートを， 現地ではつり取ることなく大割り

して， 別の場所で破砕することで， 基礎躯体工事の

早期着手を実現できた。

0パラベy卜PCa化

屋上パラペットコンクリ ート躯体を在来工法で施工

することは， 足場の設置や コ ンクリ ート打設時の養

生 のほかに， コ ンクリ ート打設までの工事期間が長

く なる。 そこで， パラペット部分をPCa化し， PCa

工場にて製作・設置した（写®)。 結果， PCa部材

を設置後， 鉄骨建方後のスラブの コ ンクリ ート打設

を早く打設することができた。 本工事では最上階の

ほかに， 南西部の設備置場を含め， セットバックし

ている 7階～11階にもPCaパラペット同工法を採用

している。

④緊急離着陸場仕上けユニット化

屋上に設置される緊急離着陸場の平面の一部が，

高層部平面より跳ね出す形状となっていた。 高層部外

壁は， PCaコンクリ ート板(PCa板）であり， 緊急離着

陸場の躯体鉄骨の施工は， タワ ークレーンを使用する

外壁PCa板の取付け後の躯体および仕上げの作業と

新時代を拓く最新施工技術函

⑩消火配管の先行揚重

図7 緊急離着陸場平面図

なる。 そのため， PCa板の施工後の緊急離着陸場の

施工期間がとれないことが懸念された。

そこで， 建物から跳ね出している部分を， 構造体

と仕上げを一体としてユニ ット化（図7, 写@) する

ことで， 無足場施工と取付け時間の短縮化を検討

した。

ユニットは， 最も跳ね出している部分2か所（ユニッ

ト2, 3:約10.3X4 .0m) と， その中間の1か所（ユニ

ット1:約9.7Xl.7m) の合計3ユニ ットに分割した。

それぞれのユニットは， PH階にて組立， タワ ークレー

ンを使用して取付けを行った。 平面的に広いユニット

2, 3は， 組立場所より取付け場所までの運搬の際に

ねじれなどが発生することが懸念された。 そこで， 面

剛性の高い専用の鉄骨フレームを製作して， 組立と

同時に取り付けることにより， 取付け時まで一貫して，

ユニットの変形を防止した。

④壁面大型ルー バ ーのユニット化

PHl階には大型）レ ーバーが設置され， 平面的に

PCa板と交互に計画されていた（図8)。 妻面と桁行方

向の一部はPCa板に取り付ける形状であった。 ルーバ
ーは， 外部側より取り付ける必要があり， 外部足場も
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@PCaパラペット設置状況

®緊急離着陸場仕上げユニット2取付け状況

しくはゴンドラでの作業が必要となる。 それらの作業を

削減するため， 9階および10階のセットバック部分を

利用して， ユニット化した部材をタワ ークレーンにて取

り付けた（写®)。

④設備機器のユニット化

設備工事においても， 各種のユニット化を図った。

鉄骨建方時の縦管ユニットエ法のほかに， ュニット

化して施工可能なシステムについて検討を行った。

地下部分ではポンプ配管ユニット， 地上部分では室

外機 ユニット， 冷却塔配管ユニットおよび， モジュ ー

ルチラ ー 接続配管ユニット（写®) の製作を工場に

て行い， 搬入することで， 現場での搬入および配管

接続作業を削減した。 なお， 地下では搬入に掘削

開口を利用し， 地上ではタワ ークレーンを使用して設

置するため， 躯体工事の進捗に合わせて実施する

必要があり， 在来工法と比較して早 期に製作を開始

した。

④アルミケ ー プルの採用

本計画の本設幹線および， 仮設配線の一部には，

高機能型低圧アルミ ニ ウム導体CVケ ーブル（写©)

を採用した。 導体にアルミ ニ ウム， 絶縁体に柔軟性
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